
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課 環境部自然保護課

指定管理者 一般社団法人諏訪観光協会

１　施設名等

住所 長野県諏訪市四賀霧ヶ峰7718-9

施設名 電話 0266-52-2111

ホームページ https://www.kirigamine-vc.jp/

２　施設の概要

設置年月 昭和48年8月 根拠条例等 長野県自然公園施設条例、長野県自然公園施設管理規則

展示ホール、交流スペース

展望デッキ、眺望テラス

案内カウンター

開所日 ４月15日～11月15日（休館日：毎水曜日（祝日の場合は翌木曜日）)、７・８月は無休）

開所時間 午前９時から午後４時まで

３　現指定管理者前の管理運営状況

～令和３年度 直営

４　報告年度の指定管理者等

指定管理者 一般社団法人諏訪観光協会 指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日（５年間）

選定方法 公募（応募者数：１）

５　指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

11,902 千円 千円 千円

６　指定管理者が行う業務

・施設及び設備の維持管理に関する業務

・自然公園の保護及び適正な利用並びに自然体験活動の機会の提供に資する事業の企画及び実施に関する業務

・上記に付帯する業務

７　利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数・利用件数・稼動率】 （単位：人、件、％）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和６年度（Ａ） 633 1,693 1,484 5,111 4,075 1,869 1,574 585 0 0 0 0 17,024

令和５年度（Ｂ） 448 1,554 1,426 4,748 3,902 1,915 1,226 308 0 0 0 0 15,527

（Ａ）/（Ｂ） 141.3 108.9 104.1 107.6 104.4 97.6 128.4 189.9 - - - - 109.6

（２）利用料金収入　(会計簿処理月) （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和６年度（Ａ） 0 0 5 4 25 42 0 6 0 0 38 0 121

令和５年度（Ｂ） 0 18 9 0 21 20 13 18 0 0 16 0 115

（Ａ）/（Ｂ） - 0.0 60.0 - 118.1 210.0 0.0 33.3 - - 237.5 - 105.2

（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

11,451 451

増減
理由

大型モニターが故障したため、修繕費451千円を要した。（基本協定書第７条及び第９条に基づき、県と
指定管理者で協議の上、30万円以上の修繕費用は県負担とした。）

増減要因等
 本年はニッコウキスゲの当たり年となり、美しい花々が一面に咲き誇りました。さらに、猛暑・酷暑の影響による避暑地への需要の高まり
に加え、南海トラフ地震に関する臨時情報の影響によって沿岸部から内陸部への振替需要が生じたこともあり、多くの来館者が訪れたも
のと推察されます。

増減要因等
今年のスノーシューイベントは天候に恵まれ、予定通り2回開催することができました。穏やかな気候の中で参加者も増え、冬の美しい
霧ヶ峰を楽しみながら、スノーシューの魅力を堪能いただきました。

見直した場合はその内容

有 屋外体験の充実を図るため、紙すき体験の実施を見直しました。

期　　間 管　理　形　態 管理受託者又は指定管理者等

令和６年度（A） 令和５年度（B） 差（A）－（B）

利用料金
入場料無料、団体プログラム（15分無料）、出前講座（無料）、ガイドウォーク（一人500円）、ナイトウォーク（一人1,000円）、スノーシュー（一人2,000
円）、スタンプラリー（一人200円）

指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和６年度】

長野県霧ヶ峰自然保護センター

設置目的 自然公園法（昭和32年法律第161号）第２条第１号に規定する自然公園の保護及び適正な利用を推進し、並びに自然体験活動の機会を提供する

施設内容
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（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

令和６年度（Ａ）：193日 令和６年度（Ａ）：9：00～16：00

　 令和５年度（Ｂ）：194日 令和５年度（Ｂ）：9：00～16：00

（５）サービス向上のため実施した内容

（６）その他実施した取組内容

（７）利用者の主な声及びその対応状況

８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価

＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

９　施設管理運営の課題

項　目

施設の管理運
営の課題

施設の老朽化、特に水道埋設管の劣化が進行しており、早急な対策が求
められております。また、国定公園内における自然保護や生物多様性の
維持、さらには環境保全活動の一層の充実を図るためにも、県との強固
な連携と積極的なご指導が不可欠なため、引き続き協力していきます。

一部施設の老朽化が見られるため、必要に応じて適宜修繕等を実施す
る必要がある。以前から自然保護活動やその情報発信に力を入れてき
たが、今後より一層の充実を図るため、指定管理者との連携を継続して
いく。

総合評価
上記、各項目にわたる着実な改善を積み重ね、計画的かつ的確な運営を
行うことで、よりよい管理運営を実現いたしました。

大規模な修繕が発生した際も早急に適切な対応がされてお
り、優れた施設管理が行われていたと認められる。定期的な職
員面談や業務マニュアルの見直しが行われ、職員の管理体制
も適正であった。また、積極的な情報発信及び自主事業拡充
の推進も実施しており、サービス向上にための優れた運営が
できたと認められる。

Ａ

指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

職員・管理体制
円滑な管理体制の確立に向けて、定期的な面談を実施するとともに、県
と連携し、業務マニュアルの見直しを行いました。組織運営をより効果的
にするため、実践的な改善に努めていおります。

指定管理者、センター職員及び県の３者でも面談を実施し、管
理体制等の共有及び意見交換をすることができた。併せて業
務マニュアルの見直しにより、職員の業務管理の向上につな
がったと認められる。

Ａ

収支状況

本年度は大型修繕が発生したものの、県からの補填など円滑に対応いた
だきました。また、県監査員からの指摘を踏まえ、事務局職員の配賦につ
いては今年度より適切に対応しております。その他の事項につきまして
は、概ね計画どおりに進捗いたしました。

大規模な修繕が発生したため臨時の支出があり、県で修繕費
を補填したが、その他については概ね計画どおりの運営が行
わていると認められる。事務局職員分人件費の配賦について
も、早急に見直しがなされた。

Ａ

利用者サービ
ス向上の取組

職員は、利用者への積極的な声かけを通じて満足度の向上に尽力すると
ともに、積極的な情報発信を行うことで、サービスの質のさらなる向上を
図りました。

アンケート結果から展示内容及び職員の対応への満足度が高
かったと認められる。SNSにより現地の開花状況や交通状況
等の情報発信を積極的に取り組んだと認められる。

Ａ

自主事業
利用者のニーズを徹底的に分析し、より高い満足度の実現を目指して、
自主事業の立案に注力いたしました。

ガイドウォーク等既存の体験プログラムの充実に加えて、セン
ターオリジナルのカプセルトイ缶バッチに向けて立案、調整に
努めたと認められる。

Ｂ

施設の目的に
沿った管理運
営

施設および設備の維持管理においては、大規模な修繕が発生したもの
の、県による継続的な伴走支援を受けることで、安定した管理・運営する
ことができました。

協定書、仕様書及び事業計画書に基づき、施設の設置目的に
沿った管理運営がされたものと認められる。大規模な修繕につ
いても、早急に適切な対応がなされたと認められる。

Ｂ

平等な利用の
確保

安全性のさらなる向上を図るとともに、すべての利用者に対して、親切か
つ丁寧な対応を徹底いたしました。誰もが公平かつ平等に、そして快適に
利用できる環境の実現に取り組んでおります。

バリアフリー化等の安全面や、利用者に対し親切・丁寧な案内
を心掛け、平等な利用が確保できたと認められる。 Ａ

無

職員が積極的に利用者へ声をかけ、円滑なコミュニケーションを図ることで信頼関係を深め、サービスの質の向上に努めました。その結果、利用者が安心してサー
ビスを利用できる環境が整い、満足度の向上につながりました。
また、情報発信（SNS）の強化にも力を入れ、定期的に最新情報を更新することで、霧ヶ峰のリアルタイム情報を提供いたしました。これにより利用者の関心を高め
るとともに、透明性を確保し、必要な情報へ迅速にアクセスできるよう努めました。

アンケート分析結果に基づき、最適な情報発信の拠点として、JR新宿駅南口構内（中央線発着ホーム、アクセスエスカレーター前）に「霧ヶ峰高原（ニッコウキス
ゲ）」のサインボードを制作・設置いたしました。関東圏からの来訪者比率は前年度比で＋14.9ポイントと大幅に向上いたしました。視認性の高い立地での情報発信
が、霧ヶ峰高原の魅力をより多くの方々に届けることに大成功したものと考えております。

利用者アンケートを通じて、120件もの貴重なご意見をいただきました。展示物や職員対応に対し多くの好意的な評価を頂戴し、職員一同、大きな励みとなっており
ます。一方で、道路や駐車場の案内看板、トイレの設置数など、設備面の改善を求めるご意見もあり、これらについては関係機関と情報を共有しております。さら
に、令和5年度に寄せられたご意見をもとに、令和７年度からの新たな取り組みとしてカプセルトイ缶バッチの取り扱いに向けて調整、準備をしました。

項目 指　定　管　理　者 所　　　管　　　課

開所日数 開所時間 見直しの有無 見直した場合はその内容
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10　第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日：令和６年10月28日】

雑費の内容のほとんどが公告費なので、「広告宣伝費」を
項目立てして説明する方がわかりやすい。

令和7年度予算費目に「広告宣伝費」を新設いたし
ました。

引き続き明瞭な収支状況の整理をお願いしたい。

人員的な問題があるため難しいかもしれないが、自主事
業を増やすことも考えても良いのでは。

利用者のニーズ等を分析し、満足度の高い自主事
業の検討を進めております。なお、こうしたニーズに
基づき、令和7年度よりカプセルトイ缶バッチの販売
を開始いたしました。

限られた職員体制ではあるが、既存の自主事業の
拡充や新たな自主事業の導入に向けた取組の継
続をお願いしたい。

ボランティア活動とセンター業務の整理が必要。 引き続き、関係者間での調整を進めてまいります。
ボランティア活動とセンター業務を明確にしなが
ら、一層のサービス向上に努められたい。

地元の人間が施設のことをあまり知らない。小中学生の学
習先としてもっと売り込むべき。

教育委員会と連携し、「すわ未来創造子どもプロジェ
クト」に参画しており、イベントを通じて広く周知を図
り、より多くの方々に当施設の魅力をお伝えしてまい
ります。

教育委員会等との連携や効果的な情報発信を引
き続きお願いしたい。

出退勤管理が甘い。タイムカードの導入など客観的に管
理できる仕組みを導入されたい。

令和６年12月９日にタイムレコーダーを購入し、職員
の出退勤管理を整えました。

労務コンプライアンスの向上を図り、労働時間の管
理に努められたい。

貴重な資料や文献を閲覧できる畳のスペースは魅力の１
つ。しっかりアピールすべき。

畳スペースをより快適にご利用いただけるよう、資
料や文献の配置を見直すとともに、新たに案内看板
を設置いたしました。これにより利便性の向上を図
り、あわせてホームページの更新も行いました。

畳スペースの活用及び資料や文献の充実を図り、
多くの利用者に足を運んでいただけるような取組を
引き続きお願いしたい。

当施設への道中の案内看板が少ない印象。
当施設への道路案内看板につきましては、県へ相
談を行っております。

案内看板は、景観維持等の問題も考慮し、検討し
ていく。

第三者評価における指摘・意見等
管理運営等への反映状況

指定管理者 所管課

３箇所のセンター（霧ヶ峰、車山、八島）を広域的に利用で
きるとよい。

他のセンターを包括する「霧ヶ峰ビジターセンター連
絡会」において、今後の議題として提出を予定して
おります。

近隣のセンターとの連携について引き続き検討を
お願いしたい。

せっかく素晴らしい施設なので、諏訪、上田、岡谷地区の
小中学生に施設の利用を促すよう取り組まれたい。

引き続き、訪問先として選んでいただけるよう努めて
まいります。

小中学生を含め多くの方に足を運んでいただける
ような取組や広報を指定管理者と連携しながら
行っていく。
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